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第
六
十
三
囘
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
二
) 

 
 

 
 

土
屋 

博 

 

十
一
「
詳
解 

古
今
名
歌
新
選
」
窪
田
空
穗
編 

(
博
文
館
、
明
治
四
十
五
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
、
七
六
六
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
主
立
ち
た
る
歌
を
春
夏
秋
冬
(
さ
ら
に
時
令
、
人
事
、
天
象
、
地
儀
、
動
物
、
植

物
に
分
け
て
)、
無
季
、
戀
、
人
事
(
述
懐
、
賀
、
哀
傷
、
別
離
、
な
ど
)
ご
と
に
列
擧
し
、
註
釋
を
附

す
も
の
な
り
。
窪
田
空
穗
(
う
つ
ぼ
)(
一
八
七
七
年
生
れ
、
一
九
六
七
年
歿
、
東
京
専
門
學
校
文
學
科

卒
。
早
稲
田
大
學
敎
授
。)
は
歌
人
、
國
文
學
者
。
た
と
へ
ば
、
新
年
の
歌
は
三
首
を
と
り
、
①
紀
貫
之

「
新
し
く
明
く
る
今
年
を
百
年
の
春
の
は
じ
め
と
鶯
の
啼
く
」、
②
藤
原
俊
成
「
天
の
戸
を
明
く
る
け
し

き
も
靜
か
に
て
雲
居
よ
り
こ
そ
春
は
立
ち
け
れ
」、
③
落
合
直
文
「
一
つ
も
て
君
を
い
は
は
ん
一
つ
も
て

親
を
い
は
は
ん
二
本
あ
る
松
」。 

 

十
二
「
山
鹿
素
行
子
法
會
・
乃
木
將
軍
追
悼
會 

記
事
」 

(
素
行
會
、
大
正
元
年
十
一
月
刊
、
八
六
頁
) 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
九
月
二
十
六
日
素
行
會
例
祭
の
記
錄
な
り
。
山
鹿
素
行
(
會
津
出
身
、
一
六
二
二

年
生
れ
、
一
六
八
五
年
歿
)
は
兵
法
學
者
。
林
羅
山
に
朱
子
學
を
學
び
、
赤
穗
藩
淺
野
家
に
仕
へ
る
も
、

そ
の
後
朱
子
學
に
疑
問
を
持
ち
、
獨
自
の
學
問
體
系
を
構
築
す
。「
中
朝
事
實
」
名
高
し
。
金
子
堅
太
郎

子
爵
、「
乃
木
將
軍
に
對
す
る
觀
念
」
に
曰
く
、
十
三
年
來
の
乃
木
舊
友
の
自
殺
を
解
釋
せ
ば
、
ど
う
せ

人
間
一
度
は
死
ぬ
、
楠
正
成
の
死
は
勤
王
の
士
を
し
て
幾
百
年
の
後
ま
で
奮
起
さ
せ
た
、
我
も
少
し
曇
り

か
け
て
居
る
處
の
忠
君
愛
國
の
精
神
を
發
揮
せ
ん
と
の
決
心
か
、
と
。 

 

十
三
「
山
鹿
素
行
先
生
と
乃
木
將
軍
」
文
學
博
士
井
上
哲
次
郎
先
生
講
話 

(
帝
國
軍
人
後
援
會
、
大
正
二
年
刊
、
定
價
金
五
錢
、
三
二
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
井
上
博
士
曰
く
、
乃
木
將
軍
亡
く
な
る
三
日
前
の
九
月
十
日
、
皇
太
子
殿
下
に
自

分
で
版
を
し
た
る
「
中
朝
事
實
」
を
獻
上
せ
り
、
と
。
ま
た
、
乃
木
本
人
に
確
認
し
た
る
處
、
吉
田
松
陰

に
直
接
は
學
ば
ず
、
伯
父
の
玉
木
文
之
進
に
習
ひ
た
る
由
。
松
陰
自
筆
の
士
規
七
則
を
肌
身
離
さ
ず
所
持

し
た
る
も
十
年
戰
爭
の
折
り
紛
失
し
た
る
由
。 

 

十
四
「
山
陽
詩
抄
新
釋
」
文
學
士
中
村
德
助
先
生
選
註 

(
田
中
宋
榮
堂
、
大
正
貳
年
刊
、
定
價
金
五
拾
錢
、
三
四
九
頁
) 
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古
書
價
格
參
百
圓
也
。
二
度
目
の
購
入
な
り
。
序
に
曰
く
、「
山
陽
の
詩
は
巧
ま
ず
し
て
巧
に
、
宇
々
苦

心
の
痕
な
く
し
て
、
而
し
て
筆
端
婉
轉
た
り
、
其
の
想
は
縱
橫
自
在
、
天
地
の
大
を
歌
ひ
微
塵
の
妙
に
入

る
、
之
れ
を
放
て
ば
六
合
に
あ
ま
ね
く
之
れ
を
收
む
れ
ば
掌
中
に
在
り
、
宇
宙
の
奧
を
捜
り
微
細
の
極
に

隱
る
、
人
物
、
風
景
、
山
川
、
草
木
一
々
採
り
て
好
箇
一
情
の
詩
畫
を
醸
成
す
」
と
。 

 

十
五
「
佛
敎
人
生
觀
」
文
學
博
士
南
條
文
雄
著 

(
中
央
出
版
社
、
大
正
八
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
参
拾
錢
、
四
五
四
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
南
條
文
雄
(
ぶ
ん
い
う
)
は
、
一
八
四
九
年
生
れ
、
一
九
二
七
年
歿
)
は
、
東
本

願
寺
高
倉
學
寮
に
て
學
び
、
オ
ỿ
ク
ス
フ
Ỿ
ổ
ド
大
學
に
派
遣
せ
ら
る
。
日
本
第
一
の
文
學
博
士
號
。
大

谷
眞
宗
大
學
敎
授
。
凡
そ
忠
臣
は
必
ず
孝
子
の
門
に
出
づ
。
三
年
親
の
と
こ
ろ
に
帰
省
せ
ぬ
賴
山
陽
の
書

い
た
外
史
五
册
目
(
楠
氏
の
卷
)
を
窘
め
た
る
法
海
の
話
な
ど
。 

 

十
六
「
名
文
の
祕
訣
及
文
例
」
慶
應
大
學
敎
授
文
學
士
內
藤
智
秀
・
鷲
尾
義
直
共
編 

(
一
誠
社
藏
版
、
大
正
九
年
四
版
、
定
價
金
貳
圓
拾
錢
、
八
二
二
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
目
次
は
、
總
論
、
作
法
、
苦
心
談
、
書
簡
文
、
敍
事
文
、
敍
情
文
、
和
歌
及
俳
句
、

議
論
文
、
儀
式
文
、
演
說
及
講
演
、
附
錄
文
章
餘
談
。
澁
澤
榮
一
曰
く
、「
手
紙
を
書
く
は
人
と
對
面
す

る
如
き
な
り
。
德
富
蘇
峰
は
手
紙
の
要
素
は
三
つ
、
簡
潔
と
明
快
と
精
確
と
云
は
る
る
が
、
私
は
婉
曲
と

い
ふ
こ
と
も
注
意
す
べ
き
」
と
。 

 

十
七
「
玉
か
つ
ま 

上
下
」
本
居
宣
⾧
著 

(
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
、
大
正
十
五
年
刊
、
非
賣
品
、
卷
上
二
六
四
頁
＋
卷
下
二
八
五
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
天
金
、
函
入
。
本
居
宣
⾧
六
十
四
歲
よ
り
七
十
二
歲
ま
で
の
隨
筆
を
纏
め
た
る
も

の
な
り
。 

 

十
八
「
賴
山
陽
」
德
富
猪
一
郎
著 

(
民
友
社
、
大
正
十
五
年
刊
、
定
價
金
四
圓
八
拾
錢
、
本
文
四
一
五
頁
＋
附
錄
一
三
四
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
天
金
、
函
入
。
狀
態
良
く
、
二
度
目
の
購
入
。
蘇
峰
、
緖
言
に
曰
く
、
予
は
此
の

一
篇
に
て
、
予
の
賴
山
陽
に
關
す
る
觀
察
の
輪
郭
だ
け
は
描
き
得
た
と
信
ず
、
と
。 

 

十
九
「
抄
本
平
家
物
語
」
東
京
開
成
館
編
輯 

(
東
京
開
成
館
藏
版
、
昭
和
三
年
訂
正
再
版
、
定
價
金
七
拾
二
錢
、
一
八
四
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
師
範
學
校
、
中
學
校
、
高
等
女
學
校
用
文
部
省
檢
定
濟
敎
科
書
な
り
。
祇
園
精
舎

の
事
よ
り
大
原
御
幸
の
事
ま
で
二
十
六
段
を
收
錄
す
。 

 

二
十
「
大
日
本
思
想
全
集 

賴
山
陽
集 

附
山
縣
大
貳
・
武
內
式
部
」 

(
先
進
社
、
昭
和
六
年
刊
、
五
三
三
頁
) 

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
天
金
。
二
度
目
の
購
入
、
前
囘
は
購
入
價
四
百
圓
。
賴
山
陽
の
仕
事
の
槪
略

を
大
摑
み
に
て
把
握
す
る
に
際
し
て
極
め
て
便
利
な
る
書
。
日
本
外
史
論
賛
、
新
策
抄
、
山
陽
文
集
、
山

陽
書
翰
集
、
日
本
政
記
の
口
語
譯
及
び
日
本
楽
府
の
讀
み
下
し
文
を
收
錄
す
。 

(
令
和
五
年
十
二
月
二
十
六
日
受
附
) 

   


